
( 1 )

二
〇
一
四

平
城
宮
跡
資
料
館
秋
期
特
別
展

第
Ⅰ
期

一
〇
月
一
八
日
（
土
）
―
一
〇
月
三
一
日
（
金
）

地
下
の
正
倉
院
展

木
簡
を
科
学
す
る

第
Ⅰ
期
展
示
木
簡

第
Ⅱ
期

一
一
月

一
日
（
土
）
―
一
一
月
一
六
日
（
日
）

第
Ⅲ
期

一
一
月
一
八
日
（
火
）
―
一
一
月
三
〇
日
（
日
）

◎
木
簡
は
三
期
に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。

※
本
解
説
シ
ー
ト
で
は
、
今
回
の
展
示
に
あ
た
り
再
検
討
し
た
結
果
、

報
告
書
の
釈
文
を
改
め
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

木
簡
と
探
査

東
方
官
衙
大
土
坑
出
土
の
木
簡

―
中
国
の
古
い
筆
法
を
ま
ね
た
異
形
の
木
簡

１

１

(

四
四
〇
次
、
Ｓ
Ｋ
一
九
一
八
九
出
土
。『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

三
九
、
一
六
頁
上
段
。
以
下
、
城
三
九
―
一
六
頁
上
の
よ
う
に
略
す)

(

表)
府

衞
行

家
衞

家
家

家
家

家

(

裏)

□

家
行

行
行

行

長
さ
二
〇
〇
㎜
・
幅
九
八
㎜
・
厚
さ
七
㎜

〇
一
一
型
式

何
と
も
言
え
な
い
存
在
感
を
放
つ
、
異

形
の
木
簡
。
ま
ず
目
に
つ
く
の

い
ぎ
よ
う

は
、
表
面
に
一
文
字
、
裏
面
に
四
文
字
書
か
れ
る
「
行
」
。
異
常
な
ま
で
に

最
終
画
を
長
く
伸
ば
し
て
い
る
。
ど
う
や
ら
こ
れ
は
、「
懸

針
」
と
呼
ば
れ

け
ん
し
ん

る
中
国
の
古
い
筆
法
を
練
習
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
他
の
文
字
も

習

書
（
手
遊
び
な
ど
を
含
む
広
義
の
字
の
練
習
）
で
あ
ろ
う
。

し
ゆ
う
し
よ

て
す
さ

｢

懸
針
」
と
は
、
文
書
の
中
の
特
定
の
文
字
を
強
調
す
る
た
め
に
、
最
後

の
画
を
こ
と
さ
ら
に
長
く
伸
ば
す
書
法
。
「
行
」
は
、
古
代
中
国
で
は
文
書

の
配
達
を
意
味
し
、
よ
く
懸
針
が
施
さ
れ
る
文
字
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ

の
大
土
坑
出
土
の
木
簡
は
奈
良
時
代
後
半
、
宝
亀
二
・
三
年
（
七
七
一
・
七

七
二
）
頃
の
も
の
と
見
ら
れ
、
そ
の
頃
に
は
日
本
は
も
ち
ろ
ん
、
中
国
で
も

懸
針
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
書
き
手
の
素
養
を
物
語
る
と
も
言
え
る
。

「
行
」
は
日
本
で
は
命
令
の
執
行
や
許
可
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
り
、
す
で

に
廃
れ
た
書
法
を
わ
ざ
わ
ざ
習
書
し
た
理
由
も
そ
の
あ
た
り
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

な
お
、

は
通
常
の
木
簡
と
異
な
り
、
木
目
と
直
行
す
る
方
向
に
文
字

１

が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
木
簡
を
「
横
材
木
簡
」
と
呼
ぶ
。
多
く
の

事
柄
を
書
き
連
ね
る
帳
簿
な
ど
に
多
い
材
の
用
い
方
で
あ
る
（
Ⅱ
期
展
示

参
照
）
。
そ
の
た
め
横
材
木
簡
は
横
長
の
も
の
が
多
い
が
、

は
幅
広
と

46

１

は
い
え
縦
長
で
あ
り
、
こ
の
点
も
「
異
形
」
と
の
印
象
を
与
え
る
一
因
と
な

っ
て
い
る
。

東
方
官
衙
大
土
坑
出
土
の
木
簡

―
巻
き
貝
の
付
札

２

２

(

四
四
〇
次
、
Ｓ
Ｋ
一
九
一
八
九
出
土
。
城
三
九
―
一
五
頁
下)

蜷

長
さ
六
五
㎜
・
幅
一
六
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
三
二
型
式



( 2 )

｢

蜷
」
に
付
け
ら
れ
た
小
型
の
付
札
。
蜷
は
カ
ワ
ニ
ナ
科
の
淡
水
生
の
小

に
な

型
の
巻
き
貝
、
ま
た
は
類
似
の
貝
の
総
称
の
可
能
性
も
あ
る
。

木
簡
に
み
え
る
貝
類
で
は
、
何
と
言
っ
て
も
ア
ワ
ビ
（
「
鮑
」
ま
た
は
「
鰒
」
、

ま
れ
に
「
蚫
」）
の
存
在
感
が
大
き
く
、
他
に
「
貽
貝
」（
Ⅰ
期
展
示

、
ム

い
が
い

31

ー
ル
貝
に
似
た
二
枚
貝
の
一
種
）
。「
細
螺
」（
海
に
住
む
巻
き
貝
。
た
だ
し
、

し
た
だ
み

『
播
磨
国
風
土
記
』
揖
保
郡
条
の
よ
う
に
、
淡
水
生
の
も
の
を
「
細
螺
」
と

は
り
ま

い

ぼ

呼
ぶ
場
合
も
あ
る
）
な
ど
が
あ
る
が
、
ニ
ナ
の
木
簡
は
珍
し
い
。
完
形
品
で
、

上
端
の
切
り
込
み
に
は
荷
物
に
括
り
付
け
た
時
の
紐
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い

る
。
墨
痕
も
黒
々
と
し
て
明
瞭
で
あ
る
。

東
方
官
衙
大
土
坑
出
土
の
木
簡

―
銭
千
文
の
付
札
１

３

３

(

四
四
〇
次
、
Ｓ
Ｋ
一
九
一
八
九
出
土
。
城
四
二
―
九
頁
上)

(

表)

ｏ
一
千
文
神
護
景
雲
四
年
九
月

〔
民
領
ヵ
〕

(

裏)

ｏ
貫
□
□
□
八
廣

長
さ
一
〇
九
㎜
・
幅
一
三
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
一
一
型
式

銭
に
付
け
ら
れ
た
付
札
。
こ
の
木
簡
と
と
も
に
、
銭
千
枚
を
中
央
の
孔
に

紐
を
通
し
て
束
ね
た
と
み
ら
れ
、
そ
の
作
業
を
「
貫
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
ろ
う
。

神
護
景
雲
四
年
は
七
七
〇
年
で
、
八
月
に
称

徳
天
皇
が
崩
御
し
た
年
に
当

し
よ
う
と
く

た
る
。
そ
の
後
、
光

仁
天
皇
の
即
位
に
と
も
な
い
、
十
月
に
宝
亀
元
年
に

こ
う
に
ん

改
元
し
た
。
民

領
は
、
こ
の
場
合
は
鋳
銭
労
働
に
あ
た
る
人
々
を
統
括

た
み
の
う
な
が
し

す
る
役
割
を
担
っ
た
班
長
の
よ
う
な
存
在
で
あ
ろ
う
。

こ
の
大
土
坑
か
ら
は
同
じ
よ
う
な
銭
の
付
札
が
多
く
見
つ
か
っ
て
お
り
、

今
回
は
そ
れ
ら
を
各
期
一
点
ず
つ
出
品
す
る
（
Ⅱ
期
展
示

、Ⅲ
期
展
示

）
。

６

９

「
鋳
手
」
が
「
貫
」
を
担
当
し
た
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
（
Ⅲ
期
展
示

）
、

９

鋳
銭
工
人
が
自
身
の
鋳
た
銭
を
千
文
単
位
に
ま
と
め
て
上
納
す
る
際
に
付
け

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
を
観
察
す
る

板
目
材
の
木
簡

―
常
陸
国
か
ら
納
め
ら
れ
た
養
銭
の
荷
札

10

１

（
三
九
次
、
Ｓ
Ｄ
五
一
〇
〇
出
土
。
『
平
城
宮
木
簡
』
三
―

三
〇
七
六
。
以
下
、
宮
三
―
三
〇
七
六
の
よ
う
に
略
す
）

(

表)

常
陸
国
那
賀
郡
日
部
郷
戸
主
物
部
大
山
戸
口
日
下
部
桑
万
呂
養

(

裏)

銭
六
百
文

天
平
宝
字
四
年
正
月
廿
日

長
さ
二
四
〇
㎜
・
幅
一
九
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
三
三
型
式

常
陸
国
那
賀
郡
（
今
の
茨
城
県
北
部
）
か
ら
の
養

銭
の
荷
札
。
都
に
き

ひ
た
ち

な

が

よ
う
せ
ん

た
仕

丁
や
衛
士
の
生
活
を
支
え
る
物
資
を
、
出
身
地
か
ら
送
る
制
度
が
あ

じ
ち
よ
う

え

じ

り
、
養
銭
は
銭
で
送
っ
た
も
の
。
天
平
宝
字
四
年
は
七
六
〇
年
。
「
戸
口
」

や
「
日
下
」
は
、
こ
の
木
簡
の
よ
う
に
一
文
字
と
し
て
書
く
こ
と
が
多
い
。

も
と
も
と
墨
痕
が
明
瞭
な

で
あ
る
が
、
板
目
材
で
あ
る
た
め
表
面
に
木

10

目
な
ど
が
あ
ら
わ
れ
ず
、
そ
れ
が
文
字
の
読
み
や
す
さ
の
一
因
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
よ
く
見
る
と
、
墨
痕
の
濃
淡
か
ら
墨
を
つ
け
直
し
た
と
思
わ
れ

る
箇
所
も
認
め
ら
れ
る
。

板
目
材
の
木
簡

―
宣
命
体
の
習
書
木
簡
１

11

２

（
三
二
次
、
Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
・
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇
合
流
点
出
土
。
宮
三
―
三
五
六
九
）

「
□
」
乃

乎

申
然
而
己
身
者
今
間
天
地

慈
悲

長
さ(

一
九
六)

㎜
・
幅(

八)

㎜
・
厚
さ
一
〇
㎜

〇
八
一
型
式

宣

命

体
で
文
章
が
書
か
れ
た
木
簡
。
宣
命
体
と
は
、
助
詞
や
助
動
詞
な

せ
ん
み
よ
う
た
い

ど
を
万
葉
仮
名
で
表
し
、
日
本
語
を
そ
の
ま
ま
表
記
す
る
手
法
。
同
じ
遺
構

か
ら
は
、
宣
命
体
で
書
か
れ
た
木
簡
が
も
う
一
点
出
土
し
て
お
り
（
Ⅱ
期
展

示

）、
特
に
「
天
地

慈
」
の
文
言
は
共
通
す
る
よ
う
で
あ
る
。

乃

13



( 3 )

現
状
で
は
幅
と
厚
さ
が
ほ
ぼ
等
し
い
角
柱
状
を
呈
す
る
が
、
左
右
両
辺
と

も
割
れ
て
お
り
、
元
は
ず
っ
と
幅
広
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
文
字
面
を
基
準

に
す
る
と
板
目
材
と
な
る
が
、側
面
に
は
柾
目
模
様
が
鮮
明
に
認
め
ら
れ
る
。

下
端
は
真
っ
黒
に
焼
け
焦
げ
て
お
り
、
燃
料
と
し
て
火
に
く
べ
ら
れ
た
燃

え
さ
し
の
可
能
性
が
あ
る
。
細
く
割
り
裂
か
れ
た
の
も
、
あ
る
い
は
燃
料
と

し
て
の
二
次
利
用
の
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

柾
目
材
の
木
簡

―
椅
子
作
り
工
人
へ
の
米
支
給
の
伝
票

16

１

（
一
九
三
次
Ｅ
、
Ｓ
Ｄ
四
七
五
〇
出
土
。
『
平
城
京
木
簡
』
二
―

一
九
四
五
。
以
下
、
京
二
―
一
九
四
五
の
よ
う
に
略
す
）

受
古
万
呂

椅
作
工
一
口
米
一
升

十
一
月
九
日
稲
虫

長
さ
三
〇
五
㎜
・
幅
二
八
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
一
型
式

長
屋
王
邸
内
で
働
く
椅
子
を
作
る
工
人
に
米
を
支
給
し
た
伝
票
の
木
簡
。

な
が
や
お
う

い

す

伝
票
木
簡
と
し
て
は
異
例
に
長
い
。
右
上
に
穿
孔
の
痕
跡
が
あ
り
、
幅
広
の

木
簡
を
再
利
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

長
屋
王
邸
に
は
家
具
や
調
度
品
を
製
作
す
る
工
人
が
た
く
さ
ん
お
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
人
に
食
料
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
机
や
台
・
箱
な
ど

部
材
の
断
片
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。

柾
目
材
の
木
簡

―
人
の
顔
が
描
か
れ
た
木
簡

17

２

（
三
二
次
、
Ｓ
Ｄ
四
九
五
一
出
土
。
宮
三
―
三
三
六
四
）

(

表)

（
人
面
墨
画
）
太
郎
郎

〔
十
女
ヵ
〕

(

裏)

（
人
面
墨
画
）
□
□

長
さ(

一
〇
〇)

㎜
・
幅
一
三
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
九
型
式

わ
ず
か
一
〇
㎝
の
断
片
で
、
元
の
記
載
内
容
は
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
、

表
裏
両
面
の
上
部
に
描
か
れ
た
人
面
画
が
目
を
引
く
。
特
に
裏
面
の
、
立
派

な
ひ
げ
を
生
や
し
た
人
物
は
、
ま
る
で
深
い
悲
し
み
に
暮
れ
て
い
る
よ
う
な

表
情
を
し
て
お
り
印
象
深
い
。

木
簡
は
「
墨
書
の
あ
る
出
土
木
片
」
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
記
さ
れ
る
の

が
絵
の
み
な
ら
木
簡
の
範
疇
に
は
含
め
な
い
が
、

の
よ
う
に
文
字
と
絵
の

17

双
方
が
記
さ
れ
る
も
の
は
木
簡
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
木
簡
と
そ
の
他
の
木

製
品
（
木
器
）
の
境
界
は
、
あ
く
ま
で
研
究
の
た
め
の
便
宜
的
な
も
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
サ
イ
コ
ロ
が
出
土
し
た
場
合
、
立
方
体
に
点
を
打

つ
タ
イ
プ
の
も
の
は
文
字
が
な
い
た
め
木
器
と
し
て
扱
わ
れ
る
が
、
鉛
筆
の

よ
う
な
六
角
柱
に
漢
数
字
で
「
一
」
か
ら
「
六
」
の
数
字
を
記
し
た
タ
イ
プ

は
木
簡
と
な
る
。

は
、
木
簡
が
広
義
の
木
製
品
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実

17

感
さ
せ
て
く
れ
る
資
料
で
あ
る
。

板
目
材
と
柾
目
材



( 4 )

ヒ
ノ
キ
の
木
簡

―
役
人
の
履
歴
書
風
の
木
簡

22

１

(

三
三
七
次
、
整
地
土
出
土
。
宮
七
―
一
一
二
八
五
）

〔
入
ヵ
〕

癸
卯
年
太
宝
三
年
正
月
宮
内
省
□
四
年
□
□

年
慶
雲
三
年
丁
未
年
慶
雲
肆
年
孝
服

長
さ(

二
七
四
㎜)

・
幅
三
〇
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
一
九
型
式

役
人
の
履
歴
書
風
の
内
容
を
記
し
た
珍
し
い
木
簡
。
あ
る
下
級
役
人
が

「
癸
卯
年
」
＝
「
太
（
大
）
宝
三
年
」（
七
〇
三
）
に
宮
内
省
に
入
省
し
て

き
ぼ
う

く
な
い
し
よ
う

か
ら
、
「
丁
未
年
」
＝
「
慶
雲
肆
（
四
）
年
」
（
七
〇
七
）
に
「
孝

服
」
（
親

て
い
び

こ
う
ぶ
く

の
喪
）
に
よ
り
一
時
辞
職
す
る
ま
で
の
経
歴
が
書
か
れ
て
い
る
。
「
孝
服
」

の
下
に
文
字
は
な
く
、
ま
た
裏
面
も
空
白
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
記

載
す
べ
き
履
歴
は
元
々
こ
こ
ま
で
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
律

令
で
は
、

り
つ
り
よ
う

父
母
を
亡
く
し
た
と
き
は
一
年
間
の
喪
に
服
し
、
官
人
は
一
度
職
を
辞
さ
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
喪

葬
令
服
紀
条
・
仮

寧
令
職
事
官

そ
う
そ
う

ぶ
つ
き

け
に
よ
う

し
き
じ
か
ん

条
）。

｢

癸
卯
年
」
や
「
丁
未
年
」
は
、
干
支
年
と
呼
ば
れ
る
年
の
表
し
方
で
あ

き
ぼ
う

て
い
び

か
ん
し

る
。
干
支
と
は
、
十

干
（
甲
乙
丙
丁
戊
己
庚
辛
壬
癸
）
と
十

二
支
（
子
丑

じ
つ
か
ん

じ
ゆ
う
に

し

寅
卯
辰
巳
午
未
申
酉
戌
亥
）
を
組
み
合
わ
せ
て
六
〇
通
り
の
パ
タ
ー
ン
を
作

り
だ
す
も
の
で
、
こ
れ
を
順
番
に
当
て
は
め
て
、
日
に
ち
や
年
を
表
す
の
に

用
い
る
（
年
の
場
合
、
こ
の
干
支
が
一
巡
す
る
こ
と
を
「
還
暦
」
と
い
う
）
。

の
場
合
、
干
支
と
年
号
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
七
世
紀
に

22
も
「
大
化
」「
白
雉
」「
朱

鳥
」
な
ど
の
年
号
が
用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
る
が
、

た
い
か

は
く
ち

し
ゆ
ち
よ
う

そ
の
使
用
期
間
や
地
域
は
限
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
が
八
世
紀
最
初
の

年
で
あ
る
七
〇
一
年
に
年
号
「
大
宝
」
が
定
め
ら
れ
、
以
来
今
日
の
「
平
成
」

ま
で
、
一
度
も
途
切
れ
ず
使
用
さ
れ
続
け
て
き
て
い
る
。

に
見
え
る
よ
う

22

な
干
支
年
と
年
号
の
併
記
は
、
年
の
記
載
を
年
号
に
改
め
た
直
後
の
過
渡
的

な
記
載
方
法
と
考
え
ら
れ
る
。

ス
ギ
の
木
簡

―
但
馬
国
か
ら
納
め
ら
れ
た
米
の
荷
札

25

１

(

一
七
七
次
、
整
地
土
下
層
木
屑
・
炭
層
出
土
。
宮
七
―
一
二
六
五
一)

〔
馬
ヵ
〕

(

表)

□
□
国
二
方
郡
□
斗
郷
□
□
里

(

裏)

刑
部
多
祁
米
五
斗

長
さ
一
七
三
㎜
・
幅
二
〇
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
二
型
式

但
馬
国
二

方
郡
久
斗
（
木
簡
で
の
表
記
は
「
宮
斗
」
の
可
能
性
が
あ
る
）

た
じ
ま

ふ
た
か
た

く

と

郷
（
今
の
兵
庫
県
新
温
泉
町
北
部
）
か
ら
の
白
米
の
荷
札
木
簡
。
米
は
五
斗

で
納
め
ら
れ
る
場
合
（
白
米
）
と
、
五
斗
八
升
ま
た
は
六
斗
で
納
め
ら
れ
る

場
合
（
庸

米
）
が
多
い
。
整
地
土
出
土
木
簡
の
場
合
、
同
じ
地
域
の
荷
札

よ
う
ま
い

が
集
中
し
て
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
木
簡
の
場
合
も
但
馬
国
二
方
郡

の
荷
札
が
ま
と
ま
っ
て
み
つ
か
っ
て
い
る
（

の
ほ
か
、
宮
七
―
一
二
六

25

五
三
）。

さ
て
、
悩
ま
し
い
の
は
、
人
名
が
「
刑
部
多
祁
米
」
か
「
刑
部
多
祁
」
か
、

と
い
う
点
で
あ
る
。
公
開
中
の
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、｢

刑
部
多
祁
」

と
い
う
人
物
で
、「
米
五
斗
」
が
ひ
と
ま
と
ま
り
、
と
み
て
い
る
。
し
か
し
、

｢

米
」
を
省
略
し
て
「
人
名
＋
五
斗
」
と
す
る
荷
札
は
多
い
し
、「
米
」
で
終

め

わ
る
人
名
も
あ
り
得
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
人
物
は
何
を
し
た
人
な
の
か
。
通
常
、
白
米
は
地
方
の
倉

庫
に
備
蓄
さ
れ
た
米
（
稲
や
穀
の
状
態
で
保
管
）
を
搗
い
て
都
に
運
ん
だ
と

つ

考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
人
物
が
米
を
納
め
た
人
、
と
断
定
す

る
の
は
早
計
で
、
た
と
え
ば
、
米
を
搗
い
た
人
か
も
し
れ
な
い
。
米
を
舂
く

の
は
一
般
に
女
性
の
仕
事
だ
っ
た
か
ら
、「
多
祁
米
（
女
）」
と
い
う
女
性
名

た

き

め

と
解
釈
す
る
の
も
お
も
し
ろ
い
。

な
お
、
こ
の
木
簡
に
は
年
紀
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
郷
・
里
の
行
政
制

度
が
見
え
る
か
ら
、
郷
里
制
の
施
行
さ
れ
た
七
一
七
年
か
ら
七
四
〇
年
ま
で

の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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広
葉
樹
の
木
簡

―
肥
前
国
か
ら
納
め
ら
れ
た
真
綿
の
荷
札

28

１

(

一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
宮
一
―
二
九
四)

〔
藤
津
ヵ
〕

四
両

(

表)

肥
前
国
□
□
郡
調
綿
壱
佰
屯

養
老
二
年

(

裏)

片
麻
呂

長
さ
二
一
六
㎜
・
幅
三
一
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
三
一
型
式

調

と
し
て
納
め
ら
れ
た
綿
の
荷
札
。
貢
進
元
は
肥
前
国
藤
津
郡
（
今
の

ち
よ
う

わ
た

ひ
ぜ
ん

ふ
じ
つ

佐
賀
県
鹿
島
市
・
太
良
町
な
ど
）
と
み
ら
れ
る
。
奈
良
時
代
の
日
本
に
は
ま

た

ら

だ
木
綿
が
な
く
、
「
綿
」
と
言
え
ば
蚕
の
繭
か
ら
作
ら
れ
る
真
綿
の
こ
と
で

あ
る
。「
屯
」
は
梱
包
の
単
位
で
、「
四
両
」
は
一
屯
が
大
四
両
（
＝
小
一
二

両
）
で
あ
る
こ
と
を
示
す
註
記
。
大
四
両
は
約
一
六
八

に
相
当
し
、
一
〇

g

〇
屯
は
約
一
六
・
八

と
な
る
。
養
老
二
年
は
七
一
八
年
。裏
面
の
「
片
麻
呂
」

か

た

ま

ろ

kg

は
、
収
納
責
任
者
の
名
前
で
あ
ろ
う
。

は
内
裏
北
外
郭
の
ゴ
ミ
穴
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
か
ら
見
つ
か
っ
た
木
簡
で
、
同

28
遺
構
出
土
木
簡
に
は
似
た
よ
う
な
綿
の
荷
札
が
多
数
含
ま
れ
る
。
い
ず
れ
も

大
宰
府
管
轄
の
西
海
道
（
九
州
）
地
域
か
ら
の
貢
進
で
、
多
く
は
記
載
内

だ

ざ

い

ふ

さ
い
か
い
ど
う

容
や
書
式
を
同
じ
く
し
、
材
に
広
葉
樹
を
用
い
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。

西
海
道
の
調
・
庸
は
大
宰
府
で
集
積
・
運
用
さ
れ
、
平
城
京
ま
で
は
搬
送

よ
う

し
な
い
原
則
で
あ
っ
た
が
、
綿
な
ど
一
部
の
特
産
品
は
一
定
量
が
都
ま
で
貢

進
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
の
綿
荷
札
は
大
宰
府
で
一
括
し

て
作
製
・
装
着
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
共
通
点
が
多
い
の
も
そ
の
た
め
で

あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
材
に
広
葉
樹
が
選
ば
れ
た
理
由
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

木
簡
を
保
存
す
る

Ｐ
Ｅ
Ｇ
含
浸
法
＋
Ｆ
Ｄ
で
保
存
処
理
さ
れ
た
木
簡

―
貽
貝
の
な
れ
ず
し
の
付
札

31

１

（
三
九
次
、
Ｓ
Ｄ
四
九
五
一
出
土
。
宮
三
―
三
〇
二
三
）

貽
貝
鮓

長
さ
九
二
㎜
・
幅
一
八
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
五
一
型
式

貽
貝
の
鮓
の
保
管
用
の
付

札
。「
貽
貝
」
は
ム
ー
ル
貝
（
ム
ラ
サ
キ
イ
ガ

い
が
い

す
し

つ
け
ふ
だ

イ
）
に
似
た
大
型
の
二
枚
貝
で
、
「
鮓
」
は
現
在
の
な
れ
ず
し
で
あ
る
。
貽

貝
鮓
は
、
賦
役
令
調
絹

絁

条
に
調
雑

物
と
し
て
一
人
当
た
り
の
貢
進
量

ぶ
や
く

あ
し
ぎ
ぬ

ぞ
う
も
つ

三
斗
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

元
々
墨
痕
が
濃
く
文
字
は
読
み
や
す
い
木
簡
だ
が
、
真
空
凍
結
乾
燥
（
Ｆ

Ｄ
）
を
施
し
た
こ
と
も
あ
り
木
肌
は
か
な
り
白
く
、
筆
遣
い
の
特
徴
ま
で
明

瞭
に
見
て
取
れ
る
。
下
端
を
左
右
均
等
に
削
り
込
み
尖
ら
せ
る
形
状
は
、
付

札
木
簡
に
多
く
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

Ｐ
Ｅ
Ｇ
含
浸
法
＋
Ｆ
Ｄ
で
保
存
処
理
さ
れ
た
木
簡

32

２

―
主
殿
寮
が
用
意
す
る
篝
火
に
関
す
る
文
書

（
三
九
次
、
Ｓ
Ｄ
四
九
五
一
出
土
。
宮
三
―
二
八
五
〇
）

〔
嶋
ヵ
〕〔
奴
ヵ
〕

車
持
□
□

□

□

(

表)

主
殿
寮
御
炬

｢

子
祖
父｣

吉
末
呂｢

又
吉
万
呂｣

鴨
国
嶋

真
木

酒
虫
女

多
比
女

名
吉
女

(

裏)

婢
古
阿
尼

六
月
五
日
大
属
衣
縫
連
大
床

□

長
さ
三
七
四
㎜
・
幅(

一
六)

㎜
・
厚
さ
六
㎜

〇
八
一
型
式

長
大
な
木
簡
だ
が
、
左
右
両
辺
と
も
割
れ
て
失
わ
れ
、
左
右
い
ず
れ
か
半

分
ほ
ど
し
か
残
ら
な
い
文
字
も
多
い
。
縦
に
細
く
割
ら
れ
た
木
簡
は
、
籌

木

ち
ゆ
う
ぎ

（
く
そ
べ
ら
、
古
代
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
）
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
も

の
と
い
わ
れ
る
が
、
燃
え
さ
し
と
し
て
残
る

の
よ
う
な
事
例
も
あ
り
、
火

11

に
く
べ
る
た
め
に
割
ら
れ
た
燃
料
材
の
使
い
残
し
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

内
容
は
主

殿

寮
の
「
御
炬
」
に
関
す
る
歴

名
（
人
名
リ
ス
ト
）
。
主

し
ゆ
で
ん
り
よ
う

れ
き
み
よ
う

殿
寮
は
宮
内
省
被
管
で
、
宮
殿
や
行
幸
の
際
の
諸
施
設
・
調
度
品
の
維
持

く
な
い
し
よ
う



( 6 )

管
理
な
ど
を
担
っ
た
官
司
。
裏
面
末
尾
の
「
大
属
衣
縫
連
大
床
」
は
主
殿
寮

の
第
四
等
官
で
あ
る
。
「
炬
」
は
た
い
ま
つ
・
篝

火
の
意
味
で
、
「
御
」
と

か
が
り
び

あ
る
か
ら
天
皇
用
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

車

持
氏
・
鴨
氏
は
主
殿
寮
の
殿
部
（
下
級
の
現
業
技
術
官
人
）
で
、
殿

く
る
ま
も
ち

か
も

と
の
べ

部
に
は
日
置
・
子
部
・
車
持
・
笠

取
・
鴨
の
五
氏
を
充
て
て
い
た
と
す
る

へ

き

こ

べ

か
さ
と
り

『
日
本
三
代
実
録
』
の
記
事
（
元

慶
六
年
〈
八
八
二
〉
十
二
月
廿
五
日
癸
亥

が
ん
き
よ
う

き
が
い

条
）
と
対
応
す
る
。
表
面
の
「
子
祖
父
」
と
「
又
吉
万
呂
」
は
他
と
比
べ
て

こ

お

じ

や
や
墨
痕
が
薄
く
、
追
筆
の
可
能
性
が
あ
る
。

Ｈ
Ａ
含
浸
法
で
保
存
処
理
さ
れ
た
木
簡

―
「
書
法
作
人
」
へ
の
米
支
給
の
伝
票

37

１

（
一
九
三
次
Ｅ
、
Ｓ
Ｄ
四
七
五
〇
出
土
。
京
二
―
一
九
六
六
）

〔
三
ヵ
〕

〔
田
ヵ
〕

(

表)

書
法
作
人
二
口
米
四
升
帳
内
三
口
米
□
升

□
主
о

(

裏)

「
廝
真
穂
一
人
米
一
升
半

道
万
呂｣

о

長
さ
三
一
九
㎜
・
幅
一
六
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
一
一
型
式

長
屋
王
家
木
簡
の
一
点
。
「
書
法
作
人
」
お
よ
び
「
帳

内
」
（
長
屋
王

な
が
や
お
う
け

し
よ
ほ
う
さ
く
じ
ん

ち
よ
う
な
い

の
家
政
機
関
で
働
く
ト
ネ
リ
）
へ
支
給
す
る
米
の
伝
票
木
簡
で
あ
る
。
長
屋

王
家
木
簡
に
は
他
に
「
書
法
模
人
」
も
見
え
（
京
一
―
三
二
五
な
ど
）
、
こ

し
よ
ほ
う
も
じ
ん

ち
ら
は
双
鉤
塡
墨
（
文
字
の
輪
郭
を
細
い
線
で
な
ぞ
り
、
中
を
塗
り
つ
ぶ

そ
う
こ
う
て
ん
ぼ
く

し
て
書
法
を
コ
ピ
ー
す
る
技
術
）
で
古
来
の
書
法
を
模
写
す
る
職
人
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
す
る
と
「
書
法
作
人
」
は
、
新
た
な
書
法
を
研
究
・
模
索
す

る
芸
術
家
肌
の
技
術
者
で
あ
ろ
う
か
。
伝
票
木
簡
と
し
て
は
異
例
の
長
さ
も

目
を
引
く
。
裏
面
に
は

廝

（
炊
事
担
当
者
）
へ
の
別
の
支
給
記
録
が
見

か
し
わ
で

え
る
が
、
表
と
同
時
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

Ｈ
Ａ
含
浸
法
で
保
存
処
理
さ
れ
た
木
簡

―
勤
務
評
定
木
簡
の
断
片

38

２

（
三
二
次
補
足
、
Ｓ
Ｄ
四
一
〇
〇
出
土
。
宮
四
―
三
八
〇
三
）

(

表)

去
上

大
初

｢

今
上
」

(

裏)

長
さ(

七
二)

㎜
・
幅
二
六
㎜
・
厚
さ
八
㎜

〇
一
五
型
式

役
人
の
勤
務
評
定
の
木
簡
の
断
片
。
こ
の
タ
イ
プ
の
木
簡
は
上
端
近
く
の

側
面
に
孔
が
穿
た
れ
る
特
徴
が
あ
る
。
紐
を
通
し
て
他
の
木
簡
と
束
ね
る
た

め
の
装
置
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

は
そ
の
孔
の
と
こ
ろ
で
折
ら
れ
て
廃
棄

38

さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
元
は
ず
っ
と
長
大
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、

折
れ
た
こ
と
に
よ
り
孔
が
斜
め
に
開
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

上
端
に
や
や
薄
い
墨
で
書
か
れ
る
「
今
上
」
は
、
今
年
の
勤
務
評
価
を
余

白
に
書
き
込
ん
だ
も
の
で
、「
今
年
の
成
績
は
上
」（
上
中
下
三
段
階
評
価
の

最
高
ラ
ン
ク
）
の
意
味
。
同
じ
く
「
去
上
」
は
去
年
の
成
績
が
上
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
官
人
の
名
前
は
わ
か
ら
な
い
が
、
優
秀
な
勤
務
ぶ
り

が
偲
ば
れ
る
。

Ｈ
Ａ
含
浸
法
＋
Ｆ
Ｄ
で
保
存
処
理
さ
れ
た
木
簡

43

１

―
藤
原
麻
呂
邸
の
資
人
の
食
料
支
給
に
関
わ
る
木
簡

（
二
〇
四
次
、
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
出
土
。
京
三
―
四
五
〇
四
）

(

表)

資
人
二
口

充
食
具
状
下
符

(

裏)

八
月
十
九
日
僧
麻
呂

長
さ
一
七
三
㎜
・
幅
三
四
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
一
一
型
式

木
肌
に
は
や
や
傷
み
が
目
立
つ
。
高
級
ア
ル
コ
ー
ル
（
Ｈ
Ａ
）
は
液
体
時

と
固
体
時
の
体
積
差
が
比
較
的
大
き
く
、
傷
み
や
腐
蝕
の
著
し
い
木
簡
の
水

分
を
す
べ
て
液
体
の
Ｈ
Ａ
に
置
換
し
た
場
合
、
液
体
状
態
で
含
浸
さ
せ
た

Ｈ
Ａ
を
冷
却
し
て
固
形
化
す
る
際
、
細
胞
が
耐
え
き
れ
ず
変
形
を
起
こ
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
一
方
、
真
空
凍
結
乾
燥
（
Ｆ
Ｄ
）
を
併
用
す
れ
ば
、
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含
浸
さ
せ
る
Ｈ
Ａ
の
量
が
少
な
く
て
す
む
た
め
、
変
形
の
リ
ス
ク
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め

の
よ
う
な
木
簡
に
は
、
手
間
暇
を
惜
し
ま
ず
、

43

Ｈ
Ａ
含
浸
法
と
Ｆ
Ｄ
を
併
用
し
て
保
存
処
理
を
施
す
よ
う
に
し
て
い
る
。

さ
て
、
木
簡
の
中
味
は
、
二
人
の
資
人
（
従
者
）
の
食
料
支
給
に
関
す
る

何
ら
か
の
指
示
ら
し
い
こ
と
は
わ
か
る
が
、
具
体
的
な
場
面
の
特
定
は
難
し

い
。
木
簡
を
や
り
と
り
し
た
当
人
同
士
で
は
理
解
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

Ｈ
Ａ
含
浸
法
＋
Ｆ
Ｄ
で
保
存
処
理
さ
れ
た
木
簡

44

２

―
長
屋
王
邸
へ
の
野
菜
の
進
上
状
の
断
片

（
一
九
三
次
Ｅ
、
Ｓ
Ｄ
四
七
五
〇
出
土
。
京
一
―
一
九
三
）

(

表)

夫
良
女

(

裏)

秦
廣
嶋
「
大
末
呂
」

長
さ(

九
八)

㎜
・
幅
二
二
㎜
・
厚
さ
一
㎜

〇
一
九
型
式

長
屋
王
家
木
簡
の
一
点
。
裏
面
の
「
秦

廣

嶋
」
は
、
家
政
機
関
で
働
く

な
が
や
お
う
け

は
た
の
ひ
ろ
し
ま

官
人
と
し
て
、
長
屋
王
家
木
簡
に
頻
出
す
る
人
物
で
あ
る
。
表
面
の
「
夫
良

女
」
も
、
こ
れ
だ
け
で
は
意
味
不
明
だ
が
、
他
の
木
簡
に
「
片
岡
」
（
長
屋

王
の
所
有
す
る
御
田
・
御
薗
の
ひ
と
つ
）
か
ら
蓮
の
葉
を
運
ぶ
女
性
と
し
て

「
都
夫
良
女
」
と
い
う
人
物
が
見
え
（
京
一
―
一
七
六
な
ど
）
、

も
彼
女

つ

ぶ

ら

め

44

の
名
前
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

裏
面
下
半
の
若
干
墨
が
薄
い
部
分
は
「
大
末
呂
」
と
読
め
る
。
「
末
呂
」

お

お

ま

ろ

や
「
万
呂
」
は
男
性
名
と
し
て
頻
出
す
る
た
め
、
特
に
「
呂
」
の
字
が
大
胆

ま

ろ

に
崩
さ
れ
た
り
大
き
く
省
画
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
（
Ⅱ
期
展
示

も
参
照
）
。

39

た
だ
し
、
画
数
の
多
い
「
麻
呂
」
は
比
較
的
フ
ォ
ー
マ
ル
な
文
書
で
使
用
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
省
画
さ
れ
る
頻
度
は
低
い
。

現
状
で
は
上
下
二
片
に
分
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｆ
Ｄ
を
施
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
木
肌
の
色
味
は
わ
ず
か
に
白
み
が
か
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

木
簡
と
動
植
物

「
鹿
」
と
記
さ
れ
た
木
簡

―
鹿
の
干
し
肉
の
付
札

49

１

（
一
八
六
次
、
Ｓ
Ｅ
四
七
七
〇
出
土
。
京
一
―
八
六
）

鹿
干
宍

長
さ
一
一
五
㎜
・
幅
一
四
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
二
型
式

｢

鹿

宍
」
の
付
札
。｢

宍
」
は
肉
の
こ
と
。
貢
進
者
の
情
報
な
ど
が
記
さ

か
の
し
し

し
し

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
荷
物
に
つ
け
ら
れ
た
荷
札
で
は
な
く
、
届
い
た
物

品
を
管
理
す
る
た
め
の
札
と
考
え
ら
れ
る
。
「
干
宍
」
は
干
し
肉
の
こ
と
。

ほ
じ
し

万
葉
歌
に
よ
れ
ば
鹿
肉
は

膾

に
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
内
臓
も
食
用

な
ま
す

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
（
『
万
葉
集
』
巻
一
六
、
三
八
八
五
番
歌
）
。

平
城
宮
で
は
「
鹿
宍
〈
在
五
蔵
〉
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
も
出
土
し
て
い
る
（
Ⅱ

期
展
示

）
。
こ
れ
自
体
は
『
延
喜
式
』
な
ど
に
規
定
さ
れ
る
釈

奠
（
孔
子

え
ん
ぎ
し
き

せ
き
て
ん

50

を
祀
る
儀
式
）
で
使
用
さ
れ
る
犠
牲
（
い
け
に
え
）
用
の
鹿
の
可
能
性
が
考

ま
つ

え
ら
れ
る
が
、
干
し
肉
の
み
で
な
く
、
内
臓
付
き
の
鹿
肉
も
あ
る
程
度
流
通
し

う
る
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

「
鮒
」
と
記
さ
れ
た
木
簡

―
武
蔵
国
か
ら
納
め
ら
れ
た
フ
ナ
の
荷
札

52

１

（
一
三
次
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
。
宮
一
―
四
〇
五
）

鮒
背
割

武
蔵
国
男
衾
郡
川
面
郷
大
贄
一
斗

天
平
十
八
年
十
一
月

長
さ
一
六
一
㎜
・
幅
一
三
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
三
二
型
式

武
蔵
国
か
ら
贄
と
し
て
送
ら
れ
て
き
た
鮒
背
割
の
荷
札
。
武
蔵
国
男

衾

む

さ
し

ふ
な

お

ぶ
す
ま

郡
川
面
郷
は
、
今
の
埼
玉
県
比
企
郡
小
川
町
付
近
と
す
る
説
が
有
力
。
「
一

か
わ

も

斗
」
は
今
の
四
・
五
升
、
約
八
・
一

。
重
さ
で
は
な
く
、
容
積
で
計
量
し

ℓ

て
い
る
。
天
平
十
八
年
は
七
四
六
年
。
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フ
ナ
は
こ
の
他
、
醤
鮒
、
鮨
鮒
、
味
塩
鮒
な
ど
に
も
加
工
さ
れ
、
釈
奠

す
し

せ
き
て
ん

の
犠
牲
獣
の
代
用
（
九
世
紀
末
以
降
）
や
、
放

生
（
捕
ら
え
た
魚
や
鳥
を

ほ
う
じ
よ
う

放
し
て
供
養
す
る
仏
教
行
事
）
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

「

鮒

背
割
」
は
、
背
開
き
の
鮒
で
、
干
物
か
。
フ
ナ
の
干
物
は
、
秋
か

ふ
な
の

せ

わ
り

ら
冬
ま
で
の
方
が
作
り
や
す
く
、
油
脂
も
酸
化
し
に
く
い
た
め
、
長
期
間
の

保
存
が
可
能
と
さ
れ
る
。
一
〇

程
度
の
フ
ナ
を
用
意
し
、
気
絶
さ
せ
た
の

cm

ち
、
尾
び
れ
か
ら
刃
物
を
入
れ
背
び
れ
に
そ
っ
て
切
り
開
き
、
頭
を
割
り
、

エ
ラ
と
内
臓
を
取
り
除
い
て
塩
水
で
洗
う
。
風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
に
干
す

と
、
五
、
六
日
で
乾
く
と
い
う
。

「
瓜
」
と
記
さ
れ
た
木
簡

―
園
池
司
か
ら
の
瓜
な
ど
の
進
上
状

55

１
（
二
〇
四
次
、
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
出
土
。
京
三
―
四
五
二
六
）

熟
瓜
卅
顆

(

表)

園
池
司

佑
出
雲
鎌
束
進
生
角
豆
廿
把

(

裏)

天
平
八
年
七
月
廿
四
日
付
奄
智
造
縄
麻
呂

長
さ
三
三
〇
㎜
・
幅
四
六
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
一
一
型
式

菜
園
や
庭
園
を
管
理
す
る
園
池
司
の
官
人
の
出
雲
鎌
束
が
、
熟
瓜
（
よ

え
ん
ち

い
ず
も
の
か
ま
つ
か

ほ
ぞ
ち

く
熟
し
た
ま
く
わ
う
り
）
と
生
角
豆
（
イ
ン
ゲ
ン
豆
）
を
藤
原
麻
呂
邸
に
進

さ

さ

げ

上
す
る
木
簡
。
佑

は
第
三
等
官
（
但
し
、
司
に
は
次
官
の
ポ
ス
ト
が
な
い
）
。

じ
ょ
う

こ
の
木
簡
を
実
際
に
書
い
た
の
は
、
日
付
の
下
に
名
前
の
書
か
れ
た
奄

智

あ
む
ち
の

造
縄
麻
呂
で
あ
る
。
天
平
八
年
は
七
三
六
年
。

み
や
つ
こ
た
だ
ま
ろ

サ
メ
の
楚
割
の
木
簡

―
三
河
湾
三
島
か
ら
納
め
ら
れ
た
贄
の
荷
札
１

58

１

（
二
〇
〇
次
、
Ｓ
Ｄ
五
一
〇
〇
出
土
。
城
二
二
―
二
一
頁
下
）

参
河
国
播
豆
郡
析
嶋
海
部
供
奉
八
月
料
御
贄
佐
米
楚
割
六
斤

長
さ
二
四
〇
㎜
・
幅
二
一
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
三
一
型
式

参
河
国
播
豆
郡
の
析

嶋
（
今
の
愛
知
県
西
尾
市
佐
久
島
）
か
ら
御
贄
と

み

か
わ

は

ず

さ
く
じ
ま

み

に
え

し
て
届
け
ら
れ
た
佐
米
楚

割
（
サ
メ
の
干
物
）
の
荷
札
。
海
民
集
団
の
海
部

さ
め
の
す
わ
や
り

あ

ま

が
月
単
位
で
貢
進
す
る
書
式
を
と
る
。
お
お
む
ね
析

嶋
が
偶
数
月
、
篠

嶋

さ
く
じ
ま

し
の
じ
ま

が
奇
数
月
を
担
当
し
た
。
比
莫
（
日
間
賀
）
嶋
が
分
担
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

ひ
ま
が

六
斤
は
、
約
四

。
播
豆
郡
三
島
の
こ
の
書
式
の
贄
の
荷
札
に
は
、
年
紀

kg

は
書
か
れ
な
い
（
例
外
は
宮
七
―
一
二
八
一
四
の
み
）。

な
お
、

は
二
条
大
路
木
簡
だ
が
、
贄
の
荷
札
は
通
常
、
平
城
宮
内
で
も

58

天
皇
ク
ラ
ス
の
人
物
に
関
わ
る
場
所
か
ら
し
か
出
土
し
な
い
。
宮
外
の
二
条

大
路
と
旧
長
屋
王
邸
内
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
五
〇
七
四
か
ら
三
河
湾
諸
島
の
贄
の
荷

札
が
出
土
し
た
こ
と
は
、
旧
長
屋
王
邸
に
皇
后
宮
が
置
か
れ
た
と
推
定
す
る

重
要
な
手
が
か
り
と
な
っ
た
。

も
っ
と

木
簡
を
科
学
す
る

!!

実
物
木
簡
と
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
出
力
品

―
僧
の
座
に
敷
く
ム
シ
ロ
の
付
札

61

１

（
二
〇
四
次
、
Ｓ
Ｄ
五
一
〇
〇
出
土
。
京
三
―
四
九
八
二
）

о
僧
坐
席

長
さ
五
二
㎜
・
幅
二
二
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
三
二
型
式

僧
の
座
に
敷
く
「

席

」
（
＝
蓆
）
の
付
札
。
上
端
の
右
辺
に
の
み
切
り

む
し
ろ

込
み
が
施
さ
れ
、
加
え
て
穿
た
れ
た
小
さ
な
孔
が
上
に
向
か
っ
て
抜
け
て
し

ま
っ
て
い
る
と
い
う
、
非
常
に
珍
し
い
形
状
を
し
て
い
る
。
は
じ
め
は
孔
に

紐
を
通
し
て
括
り
つ
け
て
い
た
も
の
の
、
破
損
し
た
た
め
、
切
り
込
み
を
設

け
て
取
り
付
け
方
法
を
変
更
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
当
初
は
通

常
ど
お
り
左
右
一
対
の
切
り
込
み
を
施
そ
う
と
し
て
い
た
も
の
が
、
途
中
で

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
穿
孔
に
変
更
さ
れ
、
使
用
す
る
間
に
孔
が
抜
け
て
廃

棄
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

切
り
込
み
を
有
す
る
タ
イ
プ
の
型
式
番
号
は
、
〇
三
一
（
上
下
両
端
に
切

り
込
み
が
あ
る
）・
〇
三
二
（
上
下
い
ず
れ
か
一
端
に
切
り
込
み
が
あ
る
）・
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〇
三
三
（
上
下
い
ず
れ
か
一
端
に
切
り
込
み
が
あ
り
、
他
端
は
削
り
尖
ら
せ

る
）
・
〇
三
九
（
上
下
い
ず
れ
か
一
端
に
切
り
込
み
が
あ
り
、
他
端
は
破
損

し
て
原
形
不
明
）
の
四
種
類
が
あ
る
が
、
左
右
い
ず
れ
か
一
辺
の
み
切
り
込

み
を
も
つ
よ
う
な
も
の
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。

に
〇
三
二
の
型
式
番
号

61

が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
も
、
便
宜
的
な
措
置
で
あ
る
。

実
物
木
簡
と
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
出
力
品
２
─
刻
書
の
あ
る
題
籤
軸

62

（
二
〇
四
次
、
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
出
土
。
京
三
―
五
〇
〇
一
）

天
（
刻
書
）

長
さ
一
八
三
㎜
・
幅
三
七
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
一
型
式

二
条
大
路
木
簡
。細
い
部
分
に
紙
の
文
書
を
巻
き
付
け
て
巻
物
に
仕
立
て
、

に
じ
よ
う
お
お
じ

頭
の
幅
広
の
部
分
に
文
書
の
タ
イ
ト
ル
を
記
す
、
い
わ
ゆ
る
題
籤
軸
で
あ

だ
い
せ
ん
じ
く

る
。
た
だ
し
墨
書
は
な
く
、「
天
」
の
一
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。「
墨
書
を
有

す
る
出
土
木
片
」
が
木
簡
の
定
義
だ
が
、
刻
書
や
朱
書
も
、
便
宜
的
に
木
簡

に
含
め
て
い
る
。

題
籤
軸
は
、

の
よ
う
に
、
軸
部
分
が
折
れ
て
欠
失
し
た
状
態
で
見
つ

62

か
る
こ
と
が
多
い
。
も
と
も
と
弱
く
折
れ
や
す
い
部
分
と
い
う
こ
と
も
あ
る

だ
ろ
う
が
、
あ
る
い
は
文
書
が
不
要
に
な
っ
た
際
に
あ
え
て
題
籤
部
分
を
折

り
取
っ
て
廃
棄
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

実
物
木
簡
と
レ
プ
リ
カ

―
武
蔵
国
か
ら
納
め
ら
れ
た
ヒ
シ
の
実
の
荷
札

67

１

（
一
八
六
次
、
Ｓ
Ｅ
四
七
七
〇
出
土
。
京
一
―
六
八
）

(

表)

武
蔵
国
策
覃
郡
宅
□
駅
菱
子
一
斗
五
升

(

裏)

霊
亀
三
年
十
月

長
さ
一
七
八
㎜
・
幅
二
一
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
三
二
型
式

武
蔵
国
埼

玉
郡
（
今
の
埼
玉
県
北
埼
玉
郡
・
南
埼
玉
郡
）
に
あ
っ
た
宅

む
さ
し

さ
き
た
ま

□
駅
（
宅
子
駅
で
あ
ろ
う
。
）
か
ら
の
ヒ
シ
の
実
の
荷
札
木
簡
。
霊
亀
三
年

や
か
ご

は
七
一
七
年
。
「
一
斗
五
升
」
は
今
の
六
・
七
五
升
、
約
一
二
・
一
五

。
ℓ

「
策
覃
」
（
現
代
の
音
読
み
―
サ
ク
タ
ン
）
と
書
い
て
「
埼
玉
（
サ
キ
タ

マ
）
」
を
表
し
て
い
る
。
古
代
で
は
現
代
の
「
サ
イ
タ
マ
」
を
「
サ
キ
タ
マ
」

と
呼
ん
で
い
た
。
「
策
覃
」
の
表
記
は
、
よ
り
古
い
地
名
呼
称
を
残
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。

複
数
片
に
分
割
し
た
木
簡

―
若
狭
国
か
ら
納
め
ら
れ
た
塩
の
荷
札

70

１

（
三
九
次
、
Ｓ
Ｄ
五
一
〇
〇
出
土
。
宮
三
―
三
〇
八
一
）

木
津
郷
少
海
里

(

表)

若
狭
国
遠
敷
郡

土
師
竈
御
調
塩
三
斗

(

裏)

神
亀
五
年
九
月
十
五
日長

さ
一
三
二
㎜
・
幅
二
六
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
一
型
式

若
狭
国
遠

敷
郡
木
津
郷
少
海
里
（
今
の
福
井
県
高
浜
町
付
近
）
か
ら
の

わ
か
さ

お
に
ゆ
う

き

づ

塩
の
荷
札
。
天
長
二
年
（
八
二
五
）
に
遠
敷
郡
の
西
半
が
割
か
れ
て
大
飯
郡

お
お
い

が
置
か
れ
（
『
日
本
紀
略
』
同
年
七
月
辛

亥
条
）
、
木
津
郷
は
大
飯
郡
の
所

し
ん
が
い

管
と
な
る
。
若
狭
は
塩
の
一
大
生
産
地
で
あ
り
、
調
と
し
て
納
め
ら
れ
た
塩

の
荷
札
が
数
多
く
出
土
し
て
い
る
。
表
面
の
一
部
が
割

書
に
さ
れ
る
こ
と

わ
り
が
き

や
年
紀
が
裏
面
に
記
さ
れ
る
の
は
、
若
狭
国
の
荷
札
に
多
く
み
ら
れ
る
特
徴

で
あ
る
。
神
亀
五
年
は
七
二
八
年
。

じ
ん
き

表
面
の
人
名
「
土
師

竈

」
（
「
竈
」
と
読
ん
だ
字
は
見
慣
れ
ぬ
字
形
で
書

は
じ
の
か
ま
ど

か
れ
て
い
る
が
、
「
竈
」
の
異
体
字
で
あ
ろ
う
）
は
貢
納
者
名
。
調
塩
の
貢

進
量
は

の
よ
う
に
三
斗
の
事
例
が
も
っ
と
も
多
く
、
賦
役
令
調
絹

絁

ぶ
や
く

あ
し
ぎ
ぬ

70

条
に
規
定
さ
れ
た
一
人
当
た
り
の
貢
進
量
に
対
応
す
る
が
、
一
斗
ま
た
は
二

斗
の
荷
札
も
散
見
す
る
。

｢
調
」
に
「
御
」
が
つ
い
て
い
る
の
は
、
調
の
古
訓
「
ミ
ツ
キ
」
が
念
頭

に
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。「
御
調
」
と
記
載
さ
れ
る
調
荷
札
は
多
く
、
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そ
の
た
め
「
御
」
の
字
は
頻
出
す
る
が
、
現
在
の
字
と
は
か
な
り
異
な
る
字

形
の
も
の
が
目
立
つ
。

の
「
御
」
は
古
代
の
字
形
の
代
表
的
な
も
の
で
あ

70

り
、
よ
く
整
っ
た
美
し
い
筆
致
で
、
筆
の
運
び
も
追
い
や
す
い
。

年
紀
の
な
い
木
簡

―
美
作
国
か
ら
納
め
ら
れ
た
米
の
荷
札

73

１

（
一
五
五
次
、
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇
出
土
。
宮
六
―
一
〇
二
四
〇
）

(

表)

美
作
国
勝
田
郡

(

裏)

新
野
郷
庸
米
六
斗

長
さ
一
四
一
㎜
・
幅
二
五
㎜
・
厚
さ
六
㎜

〇
一
一
型
式

美

作
国
勝
田
郡
新
野
郷
（
今
の
岡
山
県
津
山
市
の
う
ち
、
旧
勝
北
町
付

み
ま
さ
か

か
つ
た

に
い
の

近
）
か
ら
の
庸
米
の
荷
札
。
庸
は
古
代
の
税
目
の
一
つ
で
、
労
働
の
代
わ

よ
う
ま
い

り
に
米
や
布
で
納
め
ら
れ
、
地
方
か
ら
上
京
し
都
で
雑
事
に
従
事
す
る
仕

丁

じ
ち
よ
う

（
男
性
）
や
采
女
（
女
性
）
な
ど
の
食
料
に
充
て
ら
れ
た
。
当
時
、
一
日
の

う
ね
め

米
の
支
給
量
は
一
人
二
升
が
基
準
で
あ
り
、旧
暦
で
は
一
ヶ
月
は
三
〇
日
（
大

の
月
）
ま
た
は
二
九
日
（
小
の
月
）
で
あ
る
た
め
、

は
大
の
月
一
ヶ
月
分

73

の
量
（
二
升×

三
〇
日
）
と
し
て
六
斗
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

小
の
月
用
の
五
斗
八
升
（
二
升×

二
九
日
）
の
庸

米
荷
札
も
見
つ
か
っ
て

よ
う
ま
い

い
る
。
貢
納
者
名
や
年
紀
は
省
略
さ
れ
る
。

堂
々
と
し
た
字
が
ゆ
っ
た
り
と
書
か
れ
て
い
る
の
が
目
を
引
く
が
、
そ
れ

に
し
て
は
裏
面
末
尾
の
「
庸
米
六
斗
」
の
字
間
が
詰
ま
っ
て
い
る
の
が
面
白

い
。
ス
ペ
ー
ス
が
足
り
な
く
な
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
こ
の
部
分
だ
け
後
で

書
か
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
追
筆
と
す
る
と
、
小
さ
め
に
書
か
れ

る
の
が
「
米
六
斗
」
の
三
文
字
だ
け
で
「
庸
」
が
そ
れ
ま
で
と
同
様
の
大
き

さ
と
雰
囲
気
で
書
か
れ
て
い
る
の
が
や
や
不
審
で
あ
る
。
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【
木
簡
が
見
つ
か
っ
た
遺
構
】

Ｓ
Ｋ
一
九
一
八
九(

展
示
番
号

、

、

)

二
〇
〇
八
・
〇
九
年

１

２

３

平
城
宮
東
方
官
衙
で
見
つ
か
っ
た
ゴ
ミ
穴
。
東
西
約
一
一
ｍ
、
南
北
約
七
ｍ
、
深

さ
約
一
ｍ
の
巨
大
な
も
の
で
、
輪
郭
が
炭
化
し
た
状
況
を
示
す
こ
と
か
ら
、
ゴ
ミ
を

焼
却
す
る
た
め
の
穴
と
み
ら
れ
る
。
ゴ
ミ
の
投
棄
と
焼
却
を
、
穴
を
拡
張
し
な
が
ら

何
度
か
繰
り
返
し
て
い
る
ら
し
い
。

木
簡
は
七
七
〇
年
前
後
の
衛
府
に
関
わ
る
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
七
七

二
年
（
宝
亀
三
）
二
月
に
行
わ
れ
た
称
徳
天
皇
没
後
の
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
の

衛
府
の
統
廃
合
（
外
衛
府
の
廃
止
と
そ
れ
に
伴
う
舎
人
の
近
衛
府
・
中
衛
府
・
左
右

と
ね
り

兵
衛
府
へ
の
分
配
。
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
三
年
二
月
丁

卯
〈
十
六
日
〉
条
）
に
伴
う

し
よ
く
に
ほ
ん
ぎ

て
い
ぼ
う

造
営
工
事
の
ゴ
ミ
処
理
施
設
と
み
ら
れ
る
。
木
簡
は
削
屑
が
中
心
で
あ
る
た
め
、
土

ご
と
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
整
理
室
に
持
ち
帰
り
順
次
洗
浄
作
業
を
進
め
て
い
る
が
、

最
終
的
に
数
十
万
点
に
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
木
簡
以
外
に
も
、
食
物
残

滓
、
炭
、
造
営
部
材
や
そ
の
端
材
・
は
つ
り
屑
、
檜
皮
、
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
や
昆
虫

類
な
ど
、
厖
大
な
量
の
さ
ま
ざ
ま
な
遺
物
が
日
々
洗
浄
作
業
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

な
お
、
Ｓ
Ｋ
一
九
一
八
九
は
焼
却
土
坑
と
し
て
は
平
城
宮
で
初
め
て
の
発
見
と
な

っ
た
が
、周
辺
に
は
同
様
の
ゴ
ミ
穴
が
他
に
も
多
数
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
穴
よ
り
新
し
い
建
物
も
見
つ
か
っ
て
い
る
か
ら
、
造
営
工
事
終
了
後

に
は
埋
め
戻
さ
れ
、
再
び
役
所
の
建
物
用
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

Ｓ
Ｄ
五
一
〇
〇
（
宮
内
）(

展
示
番
号

、

)

一
九
六
七
年

10

70

平
城
宮
東
張
り
出
し
部
南
面
西
端
に
位
置
す
る
小
子
門
の
西
側
を
宮
内
か
ら
南
流

す
る
南
北
溝
。
こ
の
地
域
を
南
流
し
て
西
一
坊
大
路
西
側
溝
と
な
る
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
四

九
五
一
の
一
部
を
西
に
迂
回
さ
せ
た
も
の
で
、
小
子
門
北
西
の
地
点
か
ら
南
西
方
向

に
斜
め
に
流
れ
た
あ
と
、
約
四
〇
ｍ
南
流
し
て
西
一
坊
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
九
五
一

に
合
流
す
る
。
両
岸
を
杭
と
側
板
で
護
岸
し
て
お
り
、
側
板
間
で
幅
約
一
・
五
ｍ
、

深
さ
約
〇
・
八
ｍ
を
測
る
。
の
ち
に
Ｓ
Ｄ
五
〇
五
〇
に
付
け
替
え
ら
れ
て
お
り
、
概

ね
神
亀
年
間
（
七
二
四
─
七
二
九
）
頃
か
ら
神
護
景
雲
年
間
（
七
六
七
─
七
七
〇
）

頃
ま
で
存
続
し
た
と
み
ら
れ
る
。
木
簡
は
五
五
点
（
う
ち
削
屑
四
三
点
）
が
出
土
し

た
。

・

は
小
子
門
の
す
ぐ
南
西
の
地
点
で
出
土
し
た
。

10

70

Ｓ
Ｄ
五
一
〇
〇
（
左
京
）(

展
示
番
号

、

)

58

61

二
条
大
路
木
簡

一
九
八
八
・
八
九
年

遺
構
番
号
は
、
平
城
宮
・
左
京
・
右
京
で
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
番
号
を
付
け
て
い

る
た
め
、
同
じ
番
号
で
も
異
な
る
遺
構
の
場
合
が
あ
る
。

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
八
坪
（
光
明
皇
后
宮
。
旧
長
屋
王
邸
）
と
二
条
二
坊
五
坪

（
藤
原
麻
呂
邸
）
の
間
の
二
条
大
路
上
の
南
北
両
端
に
掘
ら
れ
た
濠
状
の
遺
構
の
う

ち
、
皇
后
宮
の
北
門
か
ら
八
坪
北
辺
築
地
塀
に
沿
っ
て
二
条
大
路
南
端
に
掘
ら
れ
た

遺
構
。
幅
二
・
六
ｍ
、
深
さ
〇
・
九
ｍ
。
総
延
長
約
一
二
〇
ｍ
。

Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
・
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇(

展
示
番
号

)

一
九
六
六
年

11

Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
は
、
平
城
宮
跡
東
院
と
東
方
官
衙
の
間
の
宮
内
南
北
道
路
の
西
側

溝
。
幅
三
～
四
ｍ
、
深
さ
〇
・
五
ｍ
。
小
子
門
以
南
は
東
面
大
垣
内
側
（
西
側
）
に

沿
っ
て
流
れ
、
宮
東
南
隅
で
西
か
ら
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
四
一
〇
〇
を
合
わ
せ
た
あ
と
、
南

面
大
垣
を
暗
渠
で
抜
け
、
二
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇
に
合
流
す
る
。
Ｓ
Ｄ
一

二
五
〇
は
、
Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
と
の
合
流
後
さ
ら
に
東
流
し
、
東
面
大
垣
東
側
の
東
一

坊
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
九
五
一
に
注
ぎ
込
む
。
複
数
の
溝
が
錯
綜
す
る
こ
の
付
近
は
、

平
城
宮
東
部
の
排
水
が
集
ま
る
地
域
で
あ
り
、
上
流
部
か
ら
流
れ
下
っ
て
き
た
も
の

も
含
ま
れ
る
。
従
っ
て
、
有
数
の
木
簡
出
土
地
に
な
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
四
七
五
〇(

展
示
番
号

、

、

)

16

37

44

長
屋
王
家
木
簡

一
九
八
八
・
八
九
年

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
一
・
二
・
七
・
八
坪
で
見
つ
か
っ
た
左
大
臣
長
屋
王
の
邸

宅
の
う
ち
、
八
坪
東
南
隅
に
東
面
築
地
塀
の
内
側
に
沿
っ
て
掘
ら
れ
た
南
北
溝
状
の

ゴ
ミ
捨
て
土
坑
。
幅
三
ｍ
、
深
さ
一
ｍ
。
総
延
長
は
約
二
七
・
三
ｍ
。
平
城
遷
都
か

ら
ま
も
な
い
時
期
の
、
貴
族
の
家
政
機
関
の
資
料
と
い
う
他
に
類
例
の
な
い
木
簡
が

出
土
し
た
。
長
屋
王
が
式
部
卿
を
務
め
て
い
た
霊
亀
二
年(

七
一
六)

後
半
の
、
邸

し
き
ぶ
き
ょ
う

内
に
お
け
る
米
支
給
の
伝
票
木
簡
を
主
体
と
す
る
。
木
簡
は
、
約
三
万
五
千
点
（
う

ち
削
屑
約
二
万
九
千
点
）
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
四
九
五
一(
展
示
番
号

、

、

)

一
九
六
七
年

17

31

32

東
院
西
辺
の
排
水
を
集
め
る
溝
で
、
小
子
門
の
西
側
か
ら
宮
外
へ
出
て
、
東
一
坊

大
路
の
西
側
溝
と
な
る
。
幅
一
・
三
ｍ
、
深
さ
〇
・
九
ｍ
。
二
条
大
路
北
側
で
西
か
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ら
流
れ
て
く
る
二
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇
を
合
わ
せ
、
さ
ら
に
京
内
を
南
流

す
る
。
京
内
の
道
路
側
溝
と
し
て
は
最
も
多
く
の
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
宮
近
辺

だ
け
で
な
く
、
七
条
で
も
千
点
規
模
の
木
簡
の
出
土
が
知
ら
れ
る
。

大
極
殿
院
西
楼
周
辺
整
地
土(

展
示
番
号

)

二
〇
〇
二
年

22

第
一
次
大
極
殿
院
造
営
当
初
に
施
さ
れ
た
整
地
土
。
大
極
殿
院
内
の
う
ち
、

磚
積
擁
壁
南
側
の
内
庭
広
場
か
ら
南
面
築
地
回
廊
に
か
け
て
広
が
る
。
木
簡
は
、

せ
ん
づ
み
よ
う
へ
き

整
地
土
に
紛
れ
込
ん
だ
単
発
的
な
状
態
で
、
計
一
四
点
出
土
し
た
。

佐
紀
池
南
岸
整
地
土(

展
示
番
号

)

一
九
八
六
年

25

後
述
の
池
Ｓ
Ｇ
八
一
九
〇
の
南
岸
、
西
大
溝
Ｓ
Ｄ
三
八
二
五
の
西
に
広
が
る
整
地

土
。
多
数
の
遺
物
と
と
も
に
木
屑
層
・
炭
層
を
形
成
し
て
お
り
、
大
極
殿
院
東
南
隅

外
側
の
整
地
土
出
土
の
木
簡
と
似
た
出
方
を
し
て
い
る
。
木
簡
は
二
七
一
点
（
う
ち

削
屑
六
三
点
）
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｋ
八
二
〇(

展
示
番
号

、

)

28

52

重
要
文
化
財

一
九
六
三
年

内
裏
の
北
東
に
位
置
す
る
北
外
郭
官
衙
西
辺
に
掘
ら
れ
た
方
形
の
ゴ
ミ
捨
て
穴
。

一
辺
約
四
ｍ
、
深
さ
約
二
・
三
ｍ
。
天
平
十
七(

七
四
五)

年
の
平
城
還
都
後
の
こ
の

地
域
の
再
整
備
に
関
わ
る
ゴ
ミ
を
投
棄
し
た
土
坑
で
、
天
平
十
九(
七
四
七)

年
頃
に

埋
め
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
平
城
宮
跡
で
最
初
に
千
点
規
模
の
木
簡
群
が
見
つ
か
っ

た
遺
構
。
平
城
宮
跡
内
裏
北
外
郭
出
土
木
簡
と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
に
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。（
一
七
八
五
点
〈
う
ち
削
屑
九
五
二
点
〉
）。

Ｓ
Ｄ
四
一
〇
〇(

展
示
番
号

)38

一
九
六
六
年

平
城
宮
東
南
隅
の
南
面
大
垣
内
側
を
東
に
流
れ
る
東
西
溝
。
幅
最
大
六
ｍ
、
最
大

深
さ
一
ｍ
。
東
面
大
垣
内
側
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
に
合
流
す
る
。
木
簡
は
、

式
部
省
の
勤
務
評
定
に
関
わ
る
削
屑
が
大
半
で
、
養
老
・
神
亀
年
間
（
七
一
七
～

し
き
ぶ
し
ょ
う

七
二
九
）
か
ら
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
の
も
の
ま
で
を
含
む
が
、
養
老
・
神
亀
年
間

の
も
の
は
南
面
大
垣
を
横
断
す
る
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
一
一
六
四
〇
と
一
連
の
遺
物
と
み
ら

れ
、
Ｓ
Ｄ
四
一
〇
〇
の
木
簡
は
基
本
的
に
宝
亀
元
年
頃
に
一
括
し
て
投
棄
さ
れ
た
と

み
ら
れ
る
。
な
お
、
宝
亀
年
間
（
七
七
〇
～
七
八
一
）
頃
に
北
側
に
移
転
し
て
き
た

と
み
ら
れ
る
神
祇
官
関
連
木
簡
も
、
僅
か
に
含
ま
れ
る
。
木
簡
は
約
一
万
三
千
点
（
う

じ
ん
ぎ
か
ん

ち
削
屑
約
一
万
二
千
点
）
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇(

展
示
番
号

、

、

)

43

55

62

二
条
大
路
木
簡

一
九
八
九
年

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
八
坪
（
光
明
皇
后
宮
。
旧
長
屋
王
邸
）
と
二
条
二
坊
五
坪

(

藤
原
麻
呂
邸
）
の
間
の
二
条
大
路
上
の
南
北
両
端
に
掘
ら
れ
た
濠
状
の
遺
構
の
う

ち
、
藤
原
麻
呂
邸
南
門
前
か
ら
東
に
二
条
大
路
北
端
に
沿
っ
て
延
び
る
遺
構
。
幅
二

～
二
・
七
ｍ
、
深
さ
一
～
一
・
三
ｍ
。
総
延
長
は
約
五
八
ｍ
。
西
端
の
門
前
か
ら
、

藤
原
麻
呂
の
家
政
機
関
に
関
わ
る
木
簡
が
集
中
し
て
見
つ
か
っ
た
。
木
簡
は
約
三
万

五
千
点
（
う
ち
削
屑
約
二
万
九
千
点
）
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｅ
四
七
七
〇(

展
示
番
号

、

)

一
九
八
八
年

49

67

長
屋
王
邸
（
左
京
三
条
二
坊
一
・
二
・
七
・
八
坪
）
内
の
井
戸
。
平
面
は
南
北
約

一
・
九
ｍ
、
東
西
約
二
・
三
ｍ
の
方
形
を
呈
し
、
検
出
面
か
ら
の
深
さ
は
約
二
ｍ
。

長
屋
王
一
家
が
居
住
し
た
と
考
え
ら
れ
る
内
郭
の
東
北
側
に
隣
接
す
る
場
所
で
検
出

し
た
。
出
土
遺
物
か
ら
養
老
二
年
初
頭
以
前
に
埋
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

は
、
長
屋
王
家
木
簡
が
出
土
し
た
Ｓ
Ｄ
四
七
五
〇
へ
の
木
簡
投
棄
と
ほ
ぼ
同
時
期
。

「
長
屋
皇
宮
俵
」
と
書
か
れ
た
木
簡
な
ど
が
出
土
。

Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇(

展
示
番
号

)

一
九
八
四
年

73

平
城
宮
南
面
の
二
条
大
路
の
北
側
溝
。
平
城
宮
南
面
大
垣
か
ら
壖
地
を
は
さ
ん
で

せ
ん
ち

南
一
二
ｍ
の
位
置
に
あ
る
東
西
溝
。

は
、
平
城
宮
南
面
東
門
で
あ
る
壬
生
門
か
ら

73

宮
東
南
隅
に
至
る
部
分
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
地
域
の
Ｓ
Ｄ
一
二
五
〇
は
、
幅
約
四

ｍ
、
深
さ
約
〇
・
九
ｍ
の
素
掘
り
溝
で
、
一
部
に
は
護
岸
の
杭
の
打
た
れ
て
い
る
部

分
も
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
で
は
九
九
点
（
う
ち
削
屑
五
一
点
。
な
お
、
南
面
大
垣
を

横
切
っ
て
こ
の
溝
に
合
流
す
る
Ｓ
Ｄ
一
一
六
四
〇
と
の
合
流
点
部
分
の
点
数
を
含

む
）
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

（
史
料
研
究
室
）
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